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　1924年5月4日から7月27日まで、第8回オリンピック競技
大会がパリで開催されました。そこに競泳選手として参加
したのが、高等商業学部に入学したばかりの石田恒信で
した。関西学院が送り出した初のオリンピック選手です。4
月27日、仲間に見送られ、神戸港を出発した石田は、200m
平泳ぎ（予選第5組4位）と100m背泳ぎ（予選第2組4位）
に出場し、9月1日に神戸に戻りました。1929年3月、石田は
原田の森（関西学院創立の地、現在の神戸市灘区）最後
の卒業生として巣立ち、阪神電鉄に入社しました。1976
年、関西学院出身のオリンピック経験者7名を集めて行わ
れた座談会で、当時の想い出を語っています。
　「…この大会の前年が例の関東大震災でして…。次の
年ですから、“よく来たもんだ”ということでパリジャンに大
歓迎を受けました。…一人の参加費用は五千円位だった
ですかねえ。今の金に直せば七百万円位でしょう。何から
何まで国費です。旧財閥から金が出たんですよ。私は親
父から300円、学校から200円もらって行きました〔1924年
度の高等商業学部授業料は年額80円〕。…パリジェンヌに
はもてましたよ（笑い）」。
　実は、このオリンピックにイギリスの陸上競技選手の
コーチとして関わった卒業生がいました。1919年に高等
学部（文科）を卒業した河辺満甕です。当時、河辺はエ
ディンバラ大学に留学中で、そこで親しくなったのが宣教
師の息子として天津で生まれたエリック・リデルでした。
大学のラグビーチーム主将を務めていたリデルは、大学
随一のスプリンターでした。
　リデルがオリンピックのイギリス代表（陸上100メートル）
に選ばれると、中学時代、大阪で陸上選手だった河辺
は、練習を手伝うようになりました。プロのコーチを雇って
万全の態勢でオリンピックに臨んだ選手が、アマチュア精

神に反すると批判を浴びる時代でした。河辺の手元のス
トップウォッチが世界記録と同タイムを示したことは2人だ
けの秘密でした。
　そんなある日、リデルが河辺の部屋に来て、こう言いまし
た。「ぼくの走る100メートルはパリのオリンピック・プログラ
ムによると日曜日に行うことになっている。それでほんとに残
念だがぼくは走ることを辞退することに決めたよ」。そして、
欠員の出た400メートルへの出場を申し出ました。協議の
結果、願いは聞き入れられました。それから2カ月間、リデル
は河辺と共に、死に物狂いの練習を続けました。河辺はパ
リに同行し、世話を続けました。
　大方の予想に反し、リデルは予選を突破しました。決勝
には、こう言って臨んだそうです。「カワベ君、どうかぼくの
ために祈ってくれよ」。決勝がスタートしました。200メートル
までは得意とするスピードでリードしたものの、その後が続
かないことはわかっています。河辺は一心に祈りました。す
ると、信じられないことが起こりました。失速するどころか、
300メートルあたりからむしろ加速し、一着でゴールしたの
です。47秒6という世界新記録でした。金メダルを目の当た
りにした河辺はこう書いています。「わたしは、信仰の力、神
の援助、精神力の奇跡を信じます」。
　留学を終えた河辺は1926年に関西学院文学部の教師
となり、戦後、新設された高等部の初代高等部長を務めま
した。「リデルを勝たせたのは私だ」と誇らしげに語ってい
たそうです（リデルの活躍は1981年公開のイギリス映画
「炎のランナー」に描かれていますが、残念ながら河辺は
登場しません）。

～パリ・オリンピックの石田恒信と河辺満甕～

河辺満甕は、1940年12月、カナダに帰国するC. J. L. ベーツ第4代院長から
“Keep this holy fire burning.”の言葉を託された教え子の一人でした。初代高等
部長に就任した河辺を恩師夫妻（壁の写真）が見守っています。 

２０２０年は、関西学院のスクール・モットー“Mastery for Service”提唱
者である C.J.L.ベーツ先生が、1920年10月に第4代院長に就任されてか
らちょうど１００年。この節目にあたり、「ベーツ院長の足跡を巡る旅 2020
年 カナダ」を企画しましたので、ご案内いたします。この旅行は、カナダに
おけるベーツ先生の生誕地をはじめ学生時代を過ごした都市やゆかりの
場所などを訪問・見学するほか、秋のカナダを東部モントリオールからバ
ンクーバーへ横断し、4都市の名所を探訪します。また、同窓会のトロント
支部、バンクーバー支部との交流会も予定しています。

カナダ・メソヂスト教会が関西学院の経営参画した際、
最初のカナダ人宣教師の一人として派遣
高等学部（文科、商科、今の大学に当る）を開設し、
初代高等学部長に就任
スクールモットー“Mastery for Service”を提唱
第４代院長に就任、20年間奉職

キャンパス移転（原田の森⇒上ケ原）
悲願の大学開設を果たし、初代学長を兼務

マギル大学（モントリオール）  トロント バンクーバーオタワ

スケジュール（予定）

旅行企画説明会 申込受付中

2020年10月7日（水）～16日（金）10日間
伊丹空港出発　　40名（最少催行 30名）
成田空港出発　　15名（最少催行 10名）
※定員に達し次第、募集を締め切ります
お一人様    伊丹空港 発着　403，000円
                 成田空港 発着　393，000円
エコノミークラス、ホテル2名1室利用
※燃油サーチャージ、国内空港施設使用料、海外空港諸税等別途必要です

株式会社JTB神戸支店

説明会と同時に学院史編纂室の池田裕子氏に「関西学院とカナダ、110年」を
テーマにお話をいただく予定です。（西宮会場は除く）

※説明会は、各会場共事前にＦＡＸまたはメール、電話で、同窓会本部までお申込ください。　

旅行期間
募集人員

旅行代金

旅行実施

10月7日（水）～10月16日（金） 10日間

後援・協力：関西学院同窓会　総合企画：ベーツ院長の足跡を巡る旅 実行委員会

C.J.L.ベーツの関西学院における主な功績

[大阪会場]
[東京会場]
[名古屋会場]
[西宮会場]

4月14日（火）
4月23日（木）
4月24日（金）
5月13日（水）

大阪梅田キャンパス
銀座オフィス会議室
安保ホール 101号室
関西学院会館 翼の間

14：00～16：00
14：00～16：00
14：00～16：00
15：30～17：00

お問合せ・説明会のお申込は
関西学院同窓会 本部　担当：山本・隅田・松浦　
TEL：0798-51-3604　FAX：0798-51-9391

Mail：dousoukai@kwangaku.net

参加者募集 4月1日（水）から申込受付開始

※この日程表に記載の交通機関、訪問先などは変更することがあります。
　詳しくは旅行企画説明会でご案内します。

10/7
（水）

10/8
（木）

10/9
（金）

10/10
（土）

10/11
（日）

10/12
（月・祝）

10/13
（火）

10/14
（水）

10/15
（木）

10/16
（金）

〔午後〕伊丹空港　成田空港
〔夕刻〕成田空港　（日付変更線）　
　〔夕刻〕モントリオール着（エア・カナダ）
〔午前〕マギル大学 訪問
〔午後〕モントリオール市内見学
〔夜〕ベーツ院長の令孫と交流会
モントリオールからオタワへ
〔途中〕生誕地のロリニャル、高校まで過ごしたヴァンクリークヒル立ち寄り
〔オタワ着後〕リドー運河、ロッククリフ公園見学
〔午前〕ウオルフォード（墓参）、クイーンズ大学訪問（キングストン）
〔午後〕キングストンからトロントへ（VIA鉄道）
「コリドー号」に乗車
〔午前〕ロイヤル・ヨーク・ロード教会　日曜礼拝に出席
〔昼〕トロント支部と交流会
〔午後〕トロント市内見学　マッセイホール、トロント大学、市庁舎
〔終日〕オプション・ツアー（別途有料）
・ナイアガラ観光（テーブルロック展望台、ナイアガラクルーズ）
・トロント1日観光（CNタワー、セントローレンスマーケット）
空路、トロントからバンクーバーへ移動（エア・カナダ）
〔着後〕バンクーバー市内見学
〔夜〕バンクーバー支部と交流会
〔終日〕バンクーバー市内・近郊見学
旧日本人街、日本語学校、日系文化センター、日系博物館など

バンクーバーから帰国の途へ
〔午後〕バンクーバー　（日付変更線）　

　〔午後〕成田空港着（エア・カナダ）
大阪へは乗継
〔夜〕成田空港発　伊丹空港着
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1920年
～40年
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参加者募集！！ 4月1日（水）申込受付開始

関西学院スピリット  生き証人の

企画委員 池田 裕子
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